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①本時を構想する上でポイントとなる素地


○問題解決のための知識・技能


・問題の数量の関係をとらえて立式する方法を理解している。


○既習とつなぐ見方・考え方


・表を使って等式を満たす値を見つけ，方程式や連立方程式の解を求める学習をしている。


○共同追究でのゆさぶり


・解が複数あることを，根拠を明らかにして説明することは初めて。


○ゆさぶりに対応する経験


・「平方根」で，ある数の平方根は2つあることを学習している。
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≪学習問題≫


ある数xを2乗したものは，もとの数に


12をたしたものと等しい。ある数xはいく


つでしょうか。





≪定着・活用問題≫





授業計画･実施記録





主眼





≪学習問題≫








②見通し:二次方程式x２＝x＋12を満たすxを求めればよいけれど，両辺をxでわっても解けそうもない。


→　順序よく表をつくれば条件を満たすxが求まりそうだ。





１　課題とまとめを一体のものとしてとらえるには








②学習課題:順序よく表をつくって調べ，x２＝x＋12を満たすxを求めよう。





③個人追究:表を使って追究し，条件を満たすxを求め，求め方を説明する。





④共同追究前半（解法の比較検討）


「条件を満たすxは，1つしかないのだろうか？」


→「x＝4のとき等式を満たすが，負の数まで考えるとx＝－3のときも等式を満たすから，解は2つある。」





④共同追究後半（思考を深める）


「どうして，x２＝x＋12を満たすxが2つあるのだろうか？」


→「左辺のx２の値が最初減っていって途中から増えてくるので同じ値になることが2回あるからだ。」





⑤まとめ（児童生徒の言葉で）


・ax２＋bx＋c＝0の形になる方程式を二次方程式といい，その解は2つあることがあるとわかった。


・表をつくらずに二次方程式の解を求める方法もありそうだ。





⑥定着･活用問題


1，2，3，4のうち，次の二次方程式の解であるものを選ぼう。


(1) x２－5x＋6＝0　　　　　(2) x２－5x＋4＝0





＜本時の展開に当たっての留意点＞


・課題把握では，「方程式」や「連立方程式」の導入場面を想起させ，解き方のわからない方程式を解くために表をつくって考えたことを確認したい。


・共同追究後半で，解が2つあることを考えさせる場面では，表に着目させてx2とx+12の増減の仕方の違いに気付かせると共に，平方根の学習とつなげて考えさせることも必要である。





【板書計画】








